
 学校経営の基本構想  
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●学校経営の基本理念  

「教師も子供も生き生きと輝く学校」を目指し、  

 １ 一人ぼっちにしない教育を大切にします。【笑顔】  

 ２ 失敗を恐れず、チャレンジする教育を実践していきます。【創造】  

 ３ 学びの共同体として、教師力を高めていきます。【実行】  

子供が意欲的・創造的

に学ぶ環境づくり・言

語能力向上の取組 

■目指す学校像  

１ 子供一人一人が集団の中での自己有用感を感じ、自分のよさを発揮し、

他者を尊重しながら共に生きる喜びを感じられる学校  

２ 子供・保護者・地域から信頼される学校を目指して、失敗を恐れず改善

のチャレンジをしていく学校  

３ 教職員が教育活動の充実のために指導力を研き、お互いに学び合いなが

ら一致協力して組織的に教育活動を展開できる学校  

学校を開き、学校・家

庭・地域の行動連携を活

性化する 

学ぶ意欲、「基礎・基本」

学力を基盤とした応用

力を向上させる 

教職員一人一人が高い

志を持ち、組織力を高

める 

○子供理解と個に応

じる手立ての充実 

○子供自らの目標設

定と自己評価活動

の充実 

○学級経営の組織的

な点検と改善・充実 

○学級活動を基盤と

した特別活動の充

実 

○同学年・異学年との

生産性・凝集性を高

める活動の工夫 

○「ことばらんど」

等、表現力の向上 

○年間３回の学校公開

の実施 

○道徳授業地区公開講

座の内容の工夫 

○地域人材・学習ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱの積極的導入 

○学校評議員の実効化

と学校評価に基づく

学校改善 

○保護者会の工夫・充

実による信頼関係構

築 

○家庭学習の工夫 

○各種便り・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

による情報発信 

○算数尐人数指導、理

科 TT による指導 

○支援員活用による個

に応じる指導の徹底 

○読書活動やﾉｰﾄ指導等

全校的・系統的な取組 

○問題解決学習や体験

的活動の重視 

○感覚を磨く身体力と

食育の推進 

○評価活動の活性化 

○「つ北授業モデル」

の活用・進化 

○教職員自らの目標

設定と実践・検証 

○研究授業を中心と

した校内研究の推

進(書く力の向上) 

○市小学校教育研究会

への主体的な参加と

発表会の実施 

○各種研修会・発表会

への積極的な参加 

○分掌に基づく「教育

計画」の実行と評価 

○学校運営参画意識

の高揚 

■オープン化 

○経営方針・週案等の計画、実

践の日常的な交流 

○子供・保護者、教職員相互の

相談体制の充実 

 

■ネットワーク化 

○通級指導学級「そよかぜ」・

校内委員会を中核にした教

育支援ネットワークの構築 

○北小の会や社会教育関係団

体、関係機関等との連携拡大 

■システム化 

○主幹・主任を機能させた問題

解決型の学校運営 

○人事考課制度を実効化した、

育成と課題の克服 

学校教育目標（目指す子供像） 

                        

 

よく 学 び 考え る  豊か な 発 想を も つ  

    自分 ら し さを 発 揮 する  

創造 

実行 

す す ん で行 動 す る  励 ま し合 い 高 め 合 う  

人の た め に役 に 立 つ  
明 る く た く ま し い 心 と 健 康 な 体 を も つ  

とも に 伸 びる 喜 び を知 る  

笑顔 


